
「
地
域
主
義
」

に
対
す
る
批
判
（
上
）

　
玉
野
井
芳
郎
氏
の
所
説
に
つ
い
て

杉
　
　
野

圏
　
　
明

　
目
次

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
地
域
主
義
の
定
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
地
域
主
義
提
唱
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
節
地
域
主
義
の
具
体
的
施
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
「
地
域
分
権
」
論
に
対
す
る
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
節
　
「
市
場
た
き
経
済
」
論
に
対
す
る
批
判
（
以
下
次
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
節
「
広
義
の
経
済
学
」
に
対
す
る
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
節
　
「
地
域
主
義
」
の
本
質
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
わ
が
国
に
お
げ
る
最
近
の
政
治
経
済
思
潮
と
し
て
、
第
三
次
全
因
総
合
開
発
計
画
の
「
定
住
圏
」
構
想
を
は
じ
め
、
　
「
田
園
都
市

構
想
」
や
「
地
方
の
時
代
」
な
ど
、
地
域
経
済
の
振
興
、
発
展
に
か
か
わ
っ
た
め
ざ
ま
し
い
動
き
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
て
か
、
　
「
地
域
主
義
」
と
い
う
言
葉
も
ま
た
昨
今
で
は
一
種
の
ブ
ー
ム
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
ニ
ハ
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
一
七
〇
）

　
わ
れ
わ
れ
は
、
　
「
地
域
主
義
」
を
主
張
し
て
い
る
論
者
の
一
人
、
杉
岡
碩
夫
氏
の
所
説
に
っ
い
て
は
科
学
的
た
検
討
を
加
え
、
氏

の
「
地
域
主
義
」
が
問
題
意
識
と
し
て
は
正
し
く
設
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
は
、
　
「
全
く
中
味
の
な
い
空
疎
な
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

し
か
も
観
念
的
で
形
式
的
た
も
の
」
で
し
か
な
く
、
　
「
反
動
的
た
地
方
自
治
再
編
に
手
を
か
す
」
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
す
で
に
指

摘
し
て
お
い
た
。

　
こ
の
杉
岡
氏
と
な
ら
ん
で
積
極
的
に
「
地
域
主
義
」
を
主
張
し
て
い
る
論
者
に
玉
野
井
芳
郎
氏
が
い
る
。
玉
野
井
氏
は
、
論
証
を

抜
き
に
Ｌ
た
随
筆
風
の
文
章
で
そ
の
才
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
　
「
地
域
主
義
」
の
主
張
も
ま
た
同
じ
よ
う
た
論
調
で
展
開
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
論
調
は
と
も
か
く
、
玉
野
井
氏
の
主
張
の
中
に
は
「
地
域
」
視
点
を
導
入
Ｌ
た
広
義
の
経
済
学
の
提
唱
や
、
独
自
の

「
地
域
主
義
」
に
も
と
づ
く
地
域
経
済
の
振
興
政
策
の
提
起
が
み
う
げ
ら
れ
る
。
シ
」
れ
が
、
杜
会
的
に
も
一
定
の
影
響
を
及
ぽ
す
と

た
れ
ば
、
杉
岡
氏
の
ぽ
あ
い
と
同
様
に
、
杜
会
科
学
の
立
場
か
ら
一
定
の
検
討
を
加
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
た

ん
た
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
批
判
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
イ
デ
ォ
回
ギ
ー
批
判
は
地
域
経
済
問
題
に
か
ん
す
る
科
学
的
杜
会
主
義

の
擁
護
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
杜
会
に
お
け
る
現
実
の
住
民
運
動
に
対
し
て
一
定
の
影
響
を
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
い
ま
や
構

造
的
不
況
と
大
量
失
業
の
中
で
、
地
域
経
済
は
困
窮
の
極
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
り
発
展
さ

笹
て
い
く
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
科
学
的
で
民
主
的
た
地
域
経
済
政
策
の
積
極
的
な
提
唱
が
緊
要
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
玉
野
井
芳
郎
氏
の
主
張
す
る
「
地
域
主
義
」
が
現
実
の
地
域
経
済
を
振
興
・
発
展
さ
せ
て
い
く
内
容
の
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
科
学
的
で
民
主
的
な
地
域
経
済
政
策
の
策
定
に
有
用
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
な
う
。
そ
の
検
討
の
結
果
、
玉

野
井
氏
の
い
う
「
地
域
主
義
」
の
本
質
や
そ
の
杜
会
的
評
価
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
ち
た
み
に
、
玉
野
井
氏
の
「
地
域
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
『
文
明
と
し
て
の
経
済
』
、
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
二

　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

コ
回
ジ
ー
』
、
『
地
域
主
義
』
、
『
地
域
主
義
の
挑
戦
』
、
と
い
う
五
冊
の
文
献
に
依
り
、
ま
た
「
広
義
の
経
済
学
」
と
の
関
連
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
　
　
　
（
１
０
）

『
自
然
と
人
問
の
た
め
の
経
済
学
』
、
『
地
理
』
（
一
九
七
八
年
十
月
号
）
の
二
冊
を
補
足
的
に
検
討
し
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
記
し
て

お
く
。

　
　
（
１
）
　
地
域
主
義
に
関
連
す
る
文
献
は
、
拙
稿
「
地
域
主
義
な
る
も
の
へ
の
批
判
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
、
第
二
七
巻
第
五
号
、
一
九
七
八
年
）

　
　
　
　
で
、
ひ
と
と
お
り
紹
介
し
て
お
い
た
。
そ
の
後
本
稿
に
１
登
場
す
る
文
献
以
外
に
は
、
清
成
忠
男
『
地
域
主
義
の
時
代
』
（
東
洋
経
済
新
報

　
　
　
杜
、
一
九
七
八
年
）
が
体
系
的
た
内
容
を
も
っ
て
登
場
し
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
清
成
氏
の
も
の
に
対
し
て
は
井
手
義
則
「
毘
代
中
小

　
　
　
　
企
業
論
に
お
げ
る
「
地
域
主
義
」
視
角
」
（
『
産
業
労
働
研
究
所
報
』
（
第
七
〇
・
七
一
合
併
号
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。
た
お
、
問
題

　
　
　
意
識
は
や
や
異
な
る
が
、
国
際
経
済
学
会
機
関
誌
『
国
際
経
済
』
（
第
二
八
巻
）
は
そ
の
主
要
テ
ー
マ
を
「
自
由
貿
易
と
地
域
主
義
」
と

　
　
　
　
し
て
い
る
。
ま
た
『
朝
目
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
（
一
九
七
九
年
四
月
六
日
号
）
は
、
「
地
方
ｏ
時
代
の
目
本
的
現
実
」
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
、

　
　
　
　
『
週
刊
東
洋
経
済
』
（
近
代
経
済
学
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
八
号
）
は
、
　
「
地
域
主
義
の
挑
戦
」
と
題
し
て
臨
時
増
刊
号
を
出
し
て
い
る
。
な
お
、

　
　
　
　
「
地
方
の
時
代
は
来
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
『
く
Ｏ
Ｈ
Ｏ
向
』
（
一
九
七
九
年
五
月
号
）
で
は
、
黒
川
紀
章
・
山
崎
正
和
両

　
　
　
　
氏
の
対
談
に
よ
る
「
新
”
地
域
主
義
。
の
創
造
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
２
）
　
拙
稿
「
地
域
主
義
た
る
も
の
へ
の
批
判
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
、
第
二
七
巻
第
五
号
）
、
三
二
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
同
前
、
三
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
　
『
文
明
と
し
て
の
経
済
』
、
玉
野
井
芳
郎
編
集
、
潮
出
版
杜
、
一
九
七
三
年
。
た
お
、
こ
の
書
物
の
中
で
は
、
玉
野
井
氏
の
「
国
家
と
経

　
　
　
済
」
を
と
り
あ
げ
た
。

　
　
（
５
）
　
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
玉
野
井
芳
郎
著
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
七
年
。
こ
の
書
物
で
は
、
「
は
し
が
き
」
を
は
じ
め
、
「
地
域
分

　
　
　
権
の
今
目
的
意
義
」
、
「
集
権
か
ら
分
権
へ
」
、
「
著
者
に
１
き
く
地
域
分
権
の
構
築
」
な
ど
の
諾
論
文
を
対
象
と
し
た
。

　
　
（
６
）
　
『
ユ
コ
ノ
ミ
ー
と
ユ
コ
ロ
ジ
ー
』
、
玉
野
井
芳
郎
著
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
八
年
。
こ
の
書
物
で
は
、
「
ユ
コ
ロ
ジ
ー
を
求
め
て
」
、

　
　
　
「
ド
イ
ツ
経
済
学
の
伝
統
」
（
空
間
と
地
域
主
義
）
な
ど
を
対
象
と
し
た
。

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
一
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
一
七
二
）

　
　
（
７
）
　
『
地
域
主
義
』
、
玉
野
井
芳
郎
他
編
、
学
陽
書
房
、
一
九
七
八
年
。
こ
の
書
物
で
は
、
玉
野
井
氏
の
「
序
　
地
域
主
義
の
た
め
に
」
だ
げ

　
　
　
　
を
考
察
対
象
と
し
た
。

　
　
（
８
）
　
「
地
域
主
義
の
挑
戦
」
、
『
週
刊
東
洋
経
済
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
七
九
年
五
月
号
。
玉
野
井
氏
は
、
こ
の
中
で
「
可
能
性
の
経
済
体
制

　
　
　
　
の
諸
原
理
」
と
い
う
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
（
９
）
　
『
自
然
と
人
問
の
た
め
の
経
済
学
』
、
中
岡
哲
郎
編
、
朝
日
新
聞
杜
、
一
九
七
七
年
。
玉
野
井
芳
郎
氏
は
「
広
義
の
経
済
学
へ
の
道
」
を

　
　
　
　
著
し
て
い
る
。

　
　
（
１
０
）
　
『
地
理
』
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
号
）
、
古
今
書
院
。
玉
野
井
芳
郎
氏
は
、
　
「
経
済
学
の
転
換
と
地
域
主
義
」
を
著
し
て
い
る
。

　
　
　
　
第
一
節
地
域
主
義
の
定
義

　
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
」
の
定
義
を
み
て
お
こ
う
。

　
「
「
地
域
主
義
」
と
は
、
政
治
上
の
特
定
の
主
義
・
信
条
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
…
…
〈
非
政
治
的
な
市
民
文

化
の
勃
興
Ｖ
を
こ
そ
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
市
場
経
済
的
「
市
民
杜
会
」
を
突
き
ぬ
げ
た
地
平
に
登
場
す
る
で

　
　
　
　
　
　
　
ピ
ユ
ル
ガ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

あ
ろ
う
新
た
な
「
市
民
」
の
再
生
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
」

　
　
か
ね

　
「
金
や
政
治
権
カ
の
優
位
す
る
峯
き
軍
の
世
界
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
真
の
雰
Ｏ
軍
（
法
と
正
義
）
の
世
界
を
復
位
さ
せ
て
ゆ
く
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

カ
を
開
始
し
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
時
代
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
ま
た
「
地
域
分
権
の
今
日
的
意
義
」
と
い
う
別
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
「
「
地
域
主
義
」
と
は
、
　
一
定
の
地
域
の
住
民
が
そ
の
地
域
の
風
土
的
個
性
を
背
景
に
、
そ
の
地
域
の
共
同
体
に
対
し
て
一
体
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

を
も
ち
、
地
域
の
行
政
的
・
経
済
的
自
立
性
と
文
化
的
独
立
性
と
を
追
求
す
る
こ
と
を
い
う
。
」

　
玉
野
井
氏
は
、
　
「
地
域
主
義
」
を
強
く
主
張
し
た
が
ら
も
、
い
ざ
そ
の
地
域
主
義
と
は
な
に
か
と
い
づ
こ
と
に
な
る
と
、
余
り
多



く
を
語
っ
て
い
た
い
。
、
に
か
か
げ
た
三
っ
の
文
章
の
う
ち
、
前
の
二
っ
は
『
地
域
分
権
の
思
想
』
の
「
は
し
が
き
」
か
ら
の
も

の
で
あ
り
、
第
三
番
目
の
文
章
は
「
地
域
分
権
の
今
日
的
意
義
」
の
と
こ
ろ
に
で
て
く
る
地
域
主
義
の
定
義
で
あ
る
。

　
　
「
は
し
が
き
」
の
文
章
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、
玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
」
と
は
、
　
「
政
治
上
の
特
定
の
主
義
一
信
条
を
指

す
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
誠
に
奇
妙
な
「
主
義
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
で
「
主
義
」
と
い
う
以
上
、
そ
れ
は
一
定
の
思
想
一

信
条
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
げ
「
杜
会
」
と
関
係
の
あ
る
「
主
義
」
で
あ
れ
ば
、
政
治
的
に
み
て
も
特
定
の
「
主
義
」

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
玉
野
井
氏
の
ば
あ
い
に
も
、
そ
の
政
治
姿
勢
と
し
て
は
「
市
場
経
済
的
「
市
民
杜
会
」
を
突
き
ぬ
け
た
地

平
」
と
い
う
よ
う
に
杜
会
変
革
の
方
向
が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
氏
の
文
章
に
は
多
く
の
暖
昧
さ
が
あ
る
。
氏
の
い
う
市
場
経
済
的
「
市
民
杜
会
」
が
、
資
本
主
義
杜
会
で
あ
る
か
ど
う
か
不

明
確
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
現
代
杜
会
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
杜
会
を
突
き
ぬ
げ
た
地
平
（
杜
会
）

と
は
、
な
に
か
が
変
化
し
た
資
本
主
義
か
、
あ
る
い
は
杜
会
主
義
杜
会
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
玉
野
井
氏
の
い
う
「
地
平
」

と
い
う
表
現
は
文
芸
的
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
代
杜
会
の
ど
こ
に
矛
盾
が
あ
り
・
こ
の
矛
盾
を

ど
う
止
揚
す
る
の
か
と
い
う
肝
心
な
点
は
不
明
確
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
　
「
新
た
な
「
市
民
」
の
再
生
」
と
玉
野
井
氏
が
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、
ど
の
よ
う
た
市
民
が
ど
の
よ
う
に
再
生
し
て
い
く
の
か
、
全
く
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

　
続
く
文
章
で
は
、
こ
の
あ
い
ま
い
さ
が
や
や
具
体
的
に
な
る
。
つ
ま
り
、
玉
野
井
氏
の
い
う
「
新
し
い
地
平
」
と
は
・
な
ん
と

「
真
の
宛
。
。
軍
（
法
と
正
義
）
の
世
界
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
真
の
」
と
い
う
便
利
な
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
階
級
杜
会
で
あ
る
か
ぎ
り
超
階
級
的
な
「
真
」
は
存
在
せ
ず
、
こ
こ
で
も
な
お
陵
昧
さ
が
っ
げ
加
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
み
て
く
る
と
、
冒
頭
の
「
は
し
が
き
」
に
お
げ
る
玉
野
井
氏
の
「
地
域
主
義
」
と
い
う
の
は
、
現
実
杜
会
と
の
関
連
で
考
え
る
と

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
一
七
三
）
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き
、
き
わ
め
て
暖
味
な
「
主
義
」
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
・
　
「
地
域
分
権
の
今
日
的
意
義
」
で
い
わ
れ
て
い
る
「
地
域
主
義
」
は
、
こ
れ
と
は
や
や
ニ
ュ
ァ
ソ
ス
が
異
な
っ
て
く

る
・
登
場
す
る
の
は
、
地
域
共
同
体
に
一
体
感
を
も
ち
、
か
っ
個
性
の
あ
る
風
土
を
担
っ
た
地
域
住
民
で
あ
り
、
そ
の
追
求
す
べ
き

目
標
は
「
地
域
の
行
政
的
・
経
済
的
自
立
性
と
文
化
的
独
立
性
」
と
た
っ
て
い
る
。
「
は
し
が
き
」
と
「
地
域
分
権
の
今
日
的
意
義
」

の
箇
所
で
い
わ
れ
た
「
地
域
主
義
」
が
ど
う
関
連
す
る
の
か
、
玉
野
井
氏
た
ら
で
は
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
が
、
両
者

の
あ
い
だ
に
は
明
ら
か
に
論
理
次
元
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
で
は
、
市
場
経
済
的
「
市
民
杜
会
」
や

「
金
や
政
治
権
力
の
優
位
す
る
峯
８
軍
の
世
界
」
か
ら
「
抜
き
出
て
」
、
「
新
し
い
地
平
」
や
「
真
の
射
、
。
軍
（
法
と
正
義
）
の
世

界
」
へ
に
至
る
こ
と
が
間
題
で
あ
っ
た
。
っ
ま
り
、
抽
象
的
に
で
は
あ
る
が
、
政
治
杜
会
の
変
革
が
体
制
的
な
視
角
か
ら
主
張
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
・
と
こ
ろ
が
後
者
に
な
る
と
、
　
「
地
域
住
民
」
が
「
風
土
的
個
性
を
背
景
に
、
、
地
域
の
行
政
的
．
経
済
的
自

立
性
と
文
化
的
独
自
性
一
と
姦
求
す
る
だ
げ
に
と
ど
ま
っ
て
し
著
の
で
あ
る
。
あ
え
て
両
者
巽
通
項
的
に
整
理
す
る
奮
ば
、

新
し
い
地
平
に
生
き
る
新
し
い
市
民
と
は
、
地
域
の
風
土
的
個
性
を
背
景
に
、
地
域
共
同
体
に
一
体
感
を
も
っ
た
地
域
住
民
の
こ
と

で
あ
り
、
「
法
と
正
義
の
世
界
」
と
は
、
「
行
政
的
・
経
済
的
自
立
と
文
化
的
独
自
性
」
を
有
す
る
地
域
杜
会
と
い
う
こ
と
に
た
る
。

　
こ
こ
で
・
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
　
「
は
し
が
き
」
に
お
げ
る
抽
象
的
で
あ
い
ま
い
た
「
地
域
主
義
」
の
定
義
よ
り
も
、
や
や
具
体

化
さ
れ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
後
者
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
方
が
適
切
だ
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
・
こ
の
後
者
の
定
義
も
丹
念
に
検
討
す
る
と
、
そ
う
単
純
に
理
解
で
き
た
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
用
語
か
ら
み
て

も
・
　
「
地
域
の
風
土
的
個
性
」
や
「
地
域
の
共
同
体
」
、
「
行
政
的
・
経
済
的
自
立
性
」
、
「
文
化
的
独
自
性
」
た
ゼ
と
い
う
む
づ
か
し

い
言
葉
が
続
出
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
諸
概
念
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
感
性
的
に
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、



「
杜
会
」
と
り
わ
け
現
代
の
資
本
主
義
杜
会
を
念
頭
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
む
づ
か
し
く
な
る
の
で
あ
る
◎

　
ま
ず
、
　
「
風
土
的
個
性
」
と
い
う
ぼ
あ
い
、
　
「
風
土
」
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
「
土
地
の
状
態
、
却

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ち
、
気
侯
．
地
味
な
ど
」
と
い
う
捉
え
方
だ
け
で
な
く
、
風
土
と
い
う
概
念
に
は
も
っ
と
広
く
、
地
域
の
杜
会
状
況
や
人
問
情
緒
な

ど
の
諸
要
因
も
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
が
も
っ
一
般
的
性
格
と
特
殊
・
個
別
性
と
の
区
別
を
ど
う
把
握
す
る
か
が
問

題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
地
域
の
特
殊
性
個
別
性
を
「
背
景
」
に
す
る
と
い
っ
て
も
、
現
代
資
本
主
義
と
い
う
生
産
様
式
が
支
配
的
た

杜
会
に
お
い
て
、
こ
の
特
殊
個
別
性
を
生
か
す
必
要
性
や
そ
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
な
お
玉
野
井
氏
の
主
張
に
は
あ
い
ま
い
さ
が
あ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
げ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
も
困
難
と
な
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
次
に
、
　
「
地
域
の
共
同
体
に
対
し
て
一
体
感
を
も
ち
」
と
い
う
文
章
も
難
解
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
あ
れ
ば
、
地
域
に
は
ど
一
」
に

で
も
「
共
同
体
」
が
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
る
が
、
は
た
し
て
現
代
の
日
本
資
本
主
義
杜
会
で
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
資

本
主
義
杜
会
に
お
け
る
共
同
体
的
諸
関
係
は
体
制
的
に
は
ほ
と
ん
ど
消
減
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
農
村
に
お
げ
る
共

同
体
的
な
関
係
が
杜
会
的
な
関
係
と
し
て
い
ま
な
お
残
存
し
て
い
る
ぼ
あ
い
で
も
、
そ
の
諸
関
係
の
基
底
に
あ
る
も
の
は
、
資
本
主

義
的
な
生
産
関
係
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
玉
野
井
氏
が
「
地
域
の
共
同
体
」
と
い
う
と
き
に
、
な
に
を
具
体
的
な
内
容
と
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
こ
の
共
同
体
に
対
し
て
二
体
感
を
も
ち
」
な
ど
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
っ
ま
り
、
共
同
体
と
い
う
も
の
が
か
り
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
共
同
体
の
諸
関
係
に
は
直
接
入
り
込

ま
ず
、
た
だ
感
覚
と
し
て
「
一
体
化
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
地
域
主
義
」
は
、
共
同
体
的
関
係
に
あ
る
地
域
住
民
と
は

異
な
っ
た
第
三
者
的
立
場
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
か
り
に
、
そ
の
地
域
住
民
が
共
同
体
的
関
係
に
あ
る
な
ら
ば
、
嫌
応
な
し
に

「
一
体
感
」
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
一
七
五
）
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さ
ら
に
問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
　
「
政
治
的
、
経
済
的
自
立
性
」
お
よ
び
「
文
化
的
独
自
性
」
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
も
と

も
と
政
治
的
、
経
済
的
自
立
性
と
い
う
の
は
、
政
治
的
、
経
済
的
従
属
性
に
対
比
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
代
の
「
地

域
」
が
ど
の
よ
う
に
政
治
的
、
経
済
的
に
従
属
し
て
い
る
の
か
を
明
示
し
な
げ
れ
ば
、
そ
の
自
立
の
方
向
も
正
し
く
策
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
文
化
的
独
自
性
に
っ
い
て
も
、
ど
こ
に
現
代
の
目
本
文
化
の
間
題
が
あ
り
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
な
畦
地
域
の
独
自

性
が
特
別
に
「
地
域
主
義
」
と
い
う
か
た
ち
で
間
題
提
起
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
「
地
域
主
義
」
を
め
ぐ

っ
て
は
、
こ
の
あ
た
り
が
議
論
を
す
す
め
て
い
く
一
っ
の
道
標
と
た
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
」
の
定
義
を
み
て
き
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
る
定
義
は
き
わ
め
て
抽
象

的
で
暖
味
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
い
ろ
ん
な
困
難
さ
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
困
難
さ
は
、
　
「
地
域
主
義
」
の
定
義
だ
げ
を

先
取
り
し
て
検
討
し
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
玉
野
井
氏
の
「
地
域
主
義
」
の
定

義
を
検
討
す
る
た
か
で
不
明
確
で
あ
っ
た
論
点
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
「
地
域
主
義
」
を
提
唱
し
た
げ
れ
ば
た
ら
な
い
の
か
と
い
う
そ
の

背
景
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
こ
と
が
逆
に
玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
」
の
。
内
容
を
よ
り
詳
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、
一
皿
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
同
前
。

　
　
（
３
）
　
同
前
書
、
七
べ
－
ジ
。

　
　
（
４
）
　
『
広
辞
苑
』
、
新
村
出
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
べ
ー
ジ
。



　
　
　
　
第
二
節
　
地
域
主
義
提
唱
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
玉
野
井
氏
は
、
地
域
主
義
を
提
唱
す
る
中
で
随
所
に
「
地
域
分
権
」
と
い
う
要
因
を
重
視
し
て
い
る
。
氏
の
間
題
意
識
の
出
発
も
、

こ
の
「
地
域
分
権
」
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
野
井
氏
は
一
九
七
三
年
の
段
階
で
は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
を
反
省
し
っ
っ

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
公
害
間
題
の
解
決
を
は
じ
め
、
環
境
を
ふ
く
め
た
杜
会
福
祉
の
増
進
を
め
ざ
し
て
、
公
共
経
済
が
最
も
有
効
に
展
開
さ
れ
ね
ぼ

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
制
度
上
の
措
置
と
し
て
、
…
…
集
権
的
行
政
シ
ス
テ
ム
の
分
権
化
と
い
う
間
題
が
今
日
提
起
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
考
察
は
と
り
も
な
お
さ
ず
国
家
形
態
に
つ
い
て
の
反
省
に
つ
た
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
」

　
「
（
国
民
生
産
の
　
　
杉
野
）
量
的
拡
大
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
、
経
済
の
フ
ロ
ー
量
と
と
も
に
、
ス
ト
ッ
ク
の
配
分
と
そ
の
あ

り
方
が
間
題
と
な
り
、
公
共
経
済
の
展
開
が
時
代
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
に
っ
れ
て
、
あ
ら
た
め
て
地
方
制
度
の
改
善
と
改
革
が
焦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

眉
の
急
を
告
げ
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
氏
の
い
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
杜
会
資
本
を
含
む
ス
ト
ッ
ク
の
配
分
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
公
共
経
済
の
効
率
化
の
た
め
に
行
政
シ
ス
テ
ム
の
分
権
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
独
占
資
本
が
そ
の
蓄
積
を
容
易
に
す
る
た
め
の
論
理
だ
と
も
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
害
や
環
境
破
壊
を
ふ
せ

ぎ
、
あ
る
い
は
杜
会
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
手
段
と
し
て
公
共
経
済
を
効
率
化
さ
せ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
げ
有
効
で
あ
る
か
と
い
う
点

に
っ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
っ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
公
共
経
済
の
効
率
化
と
い
う
言
葉
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
資
本
主
義
杜

会
で
も
杜
会
主
義
杜
会
に
お
い
て
も
存
在
す
る
問
接
的
生
産
手
段
や
杜
会
的
生
活
手
段
の
効
率
的
充
用
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
、

そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
、
そ
れ
ら
の
杜
会
的
存
在
形
態
と
そ
の
杜
会
的
充
用
の
仕
方
は
二
っ
の
杜
会
体
制
の
あ
い
だ
で
当
然
に
異
な
る
で

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
一
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
一
七
八
）

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
資
本
制
生
産
の
ば
あ
い
に
は
、
こ
う
し
た
「
杜
会
資
本
」
の
効
率
的
充
用
が
、
独
占
資
本
の
蓄
積
や
地
域
住
民
の

生
活
と
権
利
に
ど
の
よ
う
た
影
響
を
及
ぽ
す
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
独
占
資
本
の
蓄
積
の
た
め
の
「
効
率
化
」
で
は
な

く
、
こ
の
暴
力
的
な
蓄
積
衝
動
を
民
主
的
に
規
制
し
、
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
地
域
経
済
の
、

「
あ
り
方
」
が
現
代
の
日
本
で
、
ま
た
各
地
域
で
間
題
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
玉
野
井
氏
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
黙
過
す
る
と
し
て
も
、
氏
が
意
識
し
て
い
る
も
う
一
っ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
公
共
経

済
の
効
率
化
が
行
政
シ
ス
テ
ム
の
地
域
分
権
化
に
よ
っ
て
有
効
に
た
る
か
ど
う
か
も
、
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
玉

野
井
氏
の
論
理
で
い
げ
ば
、
公
害
や
環
境
破
壌
あ
る
い
は
杜
会
福
祉
が
増
進
し
な
い
原
因
を
資
本
制
生
産
に
内
在
す
る
諸
矛
盾
で
は

な
く
、
中
央
集
権
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
上
、
こ
う
し
た
論
理
を
玉
野
井
氏
は
間
題
意
識
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
「
国
家
と
経
済
」
の
副
題
が
「
中
央
集
権
に
対
す
る
た
た
か
い
」
と
た
っ
て
い
る
こ
と
や
次
の
二
つ
の
文
章
に
も
そ
れ
が

覗
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
ト
ラ
リ
ス
ト
・
ソ
ー
シ
ヤ
リ
ズ
ム

　
「
杜
会
主
義
も
、
古
典
的
な
”
集
権
的
杜
会
主
義
”
か
ら
出
発
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
は
市
場
的
分
権
化
を
部
分
的
に
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

す
る
い
く
つ
か
の
杜
会
的
実
験
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
」

　
「
こ
こ
で
は
（
中
国
　
　
杉
野
）
、
：
…
・
史
上
初
の
”
地
方
分
権
的
杜
会
主
義
〃
へ
の
道
が
志
向
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
意
識
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ソ
連
型
杜
会
主
義
に
対
置
す
る
体
制
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
」

　
こ
れ
ら
二
つ
の
文
章
か
ら
も
覗
え
る
よ
う
に
、
玉
野
井
氏
は
、
資
本
主
義
で
も
杜
会
主
義
で
も
、
　
「
中
央
集
権
」
か
ら
「
地
方
分

権
」
へ
の
移
行
は
必
然
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
氏
は
、
比
較
経
済
体
制
論
の
立
場
か
ら
も
、
こ
の
地
方
分
権
化
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
体
制
の
根
本
的
差
異
を
抜
き
に
し
て
現
象
的
に
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



　
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
単
純
か
っ
皮
相
的
た
見
解
は
と
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
の
ち
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ

で
は
玉
野
井
氏
の
い
う
「
地
域
分
権
」
が
提
起
さ
れ
る
背
景
を
も
う
少
し
探
っ
て
み
よ
う
。

　
一
九
七
六
年
に
た
る
と
、
玉
野
井
氏
は
、
地
域
分
権
を
提
唱
す
る
理
由
と
し
て
二
っ
あ
げ
て
い
る
。

　
そ
の
一
っ
は
、
最
近
に
お
げ
る
学
問
の
動
向
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
　
「
公
害
問
題
の
解
決
に
光
を
投
げ
か
げ
て
い
る
生
態
学
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

い
ま
や
地
域
杜
会
の
環
境
と
景
観
を
考
え
る
う
え
に
不
可
欠
の
学
問
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
　
「
最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

バ
歴
史
学
界
で
地
域
史
の
研
究
が
続
々
と
出
揃
っ
て
き
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
」
と
い
う
二
っ
を
あ
げ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
態
学
や
地
域
史
の
研
究
発
展
が
な
ぜ
「
地
域
分
権
」
の
提
唱
に
っ
な
が
っ
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
、

氏
は
こ
れ
を
論
理
的
に
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
少
く
と
も
公
害
や
環
境
破
壊
と
の
関
連
か
ら
云
え
ぱ
、
地
域
に
お
げ
る
杜
会
経
済

的
な
諸
矛
盾
の
爆
発
こ
そ
が
、
こ
う
し
た
諸
科
学
の
研
究
を
促
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
行
財
政
面
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

現
実
の
諾
矛
盾
を
前
に
し
て
、
地
域
住
民
の
運
動
や
地
方
公
共
団
体
の
民
主
的
な
諸
施
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
学
間
研
究
の
動
向
は
こ
う
し
た
現
実
面
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
し
か
た
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
学
問
の
内
容
が
、

独
占
資
本
の
強
蓄
積
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
立
場
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
ま
た
別
の
間
題
で
あ
る
。

　
玉
野
井
氏
は
、
第
二
の
理
由
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
最
近
の
動
向
を
あ
げ
て
い
る
。

　
「
現
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
既
存
の
「
枠
」
か
ら
一
段
と
基
底
の
「
地
域
」
に
問
題
の
解
決
を
求
め
る
杜
会
的
実
験
が
試
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」

　
こ
の
問
題
は
か
な
り
の
複
雑
さ
を
も
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
に
お
げ
る
「
経
済
地
域
」
や
「
文
化
地
域
」
は
、
諸
国
家

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
一
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
八
○
）

の
歴
史
的
再
編
過
程
や
国
境
の
変
更
な
ど
の
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
て
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
複
雑
さ
は
、
Ｅ
Ｃ
諾
国

の
経
済
統
合
を
す
す
め
て
い
く
ば
あ
い
に
国
民
経
済
と
い
う
枠
の
中
で
は
と
う
て
い
処
理
で
き
な
い
問
題
を
生
じ
せ
し
め
る
。
と
同

時
に
、
　
「
地
域
」
住
民
の
経
済
的
要
望
や
要
求
を
と
り
入
れ
た
施
策
の
展
開
が
、
Ｅ
Ｃ
諾
国
間
で
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ

Ｃ
諸
国
問
の
問
題
が
、
た
ん
に
「
地
域
」
視
点
を
導
入
す
る
だ
げ
で
解
決
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
か
り
に
、
玉
野

井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
諸
国
で
こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
は
た
し
て
そ
れ
が
「
地
域
分
権
」
の
提
唱
と
ど
う
関
連

す
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
　
「
地
域
間
題
」
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
地
域
分
権
」
に
つ

な
が
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
氏
は
、
　
「
地
域
分
権
」
を
提
唱
す
る
背
景
と
し
て
不
況
下
に
お
げ
る
人
口
の
地
方
Ｕ
タ
ー
ソ
現
象
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
「
も
し
も
人
口
Ｕ
タ
ー
ソ
現
象
が
恒
常
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
地
域
の
経
済
が
自
立
す
る
方
向
へ
と
発
展
す
る
よ
う
な
こ
と
に
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

も
な
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
歴
史
を
動
か
す
よ
う
た
杜
会
的
実
験
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
「
構
造
的
不
況
」
と
い
わ
れ
た
現
在
の
日
本
資
本
主
義
の
不
況
は
、
そ
の
期
問
の
長
さ
と
深
刻
さ
に
ー
お
い
て
歴
史
的
に
も
未
曽
有

の
も
の
で
あ
っ
た
。
失
業
者
は
一
九
七
八
年
度
平
均
で
二
二
五
万
人
の
多
き
に
達
し
、
企
業
倒
産
は
続
出
し
た
。
失
業
者
を
は
じ
め

一
時
帰
休
者
や
新
学
卒
者
は
大
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
以
外
の
地
方
で
も
職
を
求
め
て
歩
き
ま
わ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
人
口
の
Ｕ
タ
ー
ソ

現
象
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
経
済
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
不
況
の
嵐
の
中
に
あ
り
、
　
「
不
況
地
域
」
が

数
多
く
指
定
さ
れ
て
い
る
。
地
方
の
諾
産
業
も
決
し
て
活
況
に
あ
る
と
は
い
い
難
く
、
文
字
ど
お
り
「
構
造
的
」
不
況
の
さ
な
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
氏
は
「
「
地
域
分
権
の
時
代
」
は
よ
う
や
く
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
」
と
把
握
す
る
の
で
あ

る
。



　
な
る
ほ
ど
氏
は
、
地
域
の
経
済
が
自
立
す
る
方
向
へ
と
発
展
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ぼ
と
い
う
条
件
を
付
し
て
い
る
が
、
人
口

の
Ｕ
タ
ー
ソ
現
象
と
地
域
経
済
の
自
立
化
と
は
直
接
結
び
っ
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
地
域
経
済
の
自
立
化
が
、
地
域
の
独
自
的

な
再
生
産
構
造
の
形
成
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
実
体
が
今
日
の
目
本
で
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
以
上
、
　
「
地
域
分
権
」

の
時
代
が
到
来
し
た
と
い
う
氏
の
判
断
は
、
余
り
に
性
急
だ
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
一
九
七
七
年
に
な
る
と
、
玉
野
井
氏
は
人
々
が
「
地
域
」
に
関
心
を
も
っ
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
て
い

る
。　

そ
の
一
っ
は
、
市
場
経
済
の
中
で
は
容
易
に
か
た
づ
か
な
い
問
題
が
沢
山
で
て
き
た
と
い
う
背
景
で
あ
り
、
そ
の
具
体
例
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

環
境
間
題
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
第
二
は
、
　
「
市
場
経
済
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
市
場
の
な
い
杜
会
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
国
民
国
家
と
い
う
も
の
を
ど
う
と
ら
え
な
お
す
か
」
と
い
う
間
題
意
識
で

あ
る
。
国
家
概
念
を
相
対
的
に
捉
え
な
お
す
と
い
う
点
に
っ
い
て
、
氏
は
「
§
ま
干
乙
・
訂
試
と
同
時
に
、
Ｏ
◎
§
↓
ｑ
を
重
視
し
な
け

　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

れ
ぼ
た
り
ま
せ
ん
。
」
と
し
て
い
る
。

　
人
々
が
「
地
域
」
に
関
心
を
も
っ
こ
と
と
、
　
「
地
域
分
権
」
を
提
唱
す
る
背
景
と
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
「
地
域
分
権
」

を
提
唱
す
る
杜
会
的
背
景
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
氏
に
ょ
る
地
域
分
権
（
地
域
主
義
）
提
唱
の
背
景
は
、
す
で

に
み
て
き
た
よ
う
に
時
期
に
よ
っ
て
か
な
り
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
思
想
の
発
展
過
程
」
と
見
傲

せ
ば
、
こ
こ
で
あ
え
て
問
題
に
す
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
玉
野
井
氏
に
よ
る
地
域
分
権
思
想
の
杜
会
的
背
景

が
、
　
「
市
場
経
済
」
の
絶
対
性
の
否
定
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
玉
野
井
氏
の
い
う
「
市
場
経
済
」
が
資
本
主
義
経
済
で
あ
る

か
ど
う
か
は
な
お
不
明
確
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
現
在
の
日
本
資
本
主
義
経
済
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
（
一
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
一
八
二
）

す
れ
ぱ
、
こ
の
資
本
主
義
杜
会
に
お
け
る
基
本
的
矛
盾
が
た
ん
で
あ
り
、
そ
れ
が
特
殊
・
個
別
地
域
に
お
げ
る
杜
会
経
済
的
矛
盾
と

し
て
い
か
に
発
現
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
げ
ほ
、
公
害
や
環
境
破
壌
、
あ
る
い
は
杜
会
福
祉
の
不
十
分
さ
な
ど
の
原
因
が
明
ら

か
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
が
ら
、
こ
う
し
た
諸
問
題
は
「
市
場
経
済
」
と
い
う
枠
の
中
で
は
取
り
扱
え
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
が
玉
野
井
氏
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
こ
と
に
た
私
。
っ
ま
り
、
資
本
主
義
と
い
う
枠
の
中
で
あ

っ
て
も
、
市
場
経
済
以
外
の
な
ん
ら
か
の
手
段
で
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
で
き
る
と
い
う
方
向
が
氏
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
こ
と
に

た
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
は
氏
の
第
二
の
指
摘
が
、
そ
の
明
確
な
方
向
内
容
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
氏
は
「
市
場
の
な
い
杜
会
」
と
い

う
表
現
を
用
い
て
、
資
本
主
義
を
止
揚
し
た
新
し
い
杜
会
を
想
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
科
学
的
杜
会
主
義
の
立
場
に
た

っ
て
、
歴
史
の
発
展
の
法
則
を
ふ
ま
え
る
た
ら
ば
、
こ
の
新
し
い
杜
会
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
杜
会
主
義
杜
会
か
共
産
主
義
杜
会
で

な
げ
れ
ば
狂
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
も
み
て
お
い
た
よ
う
に
中
央
集
権
型
杜
会
主
義
体
制
で
も
問
題
は
解
決

し
な
い
と
い
う
「
論
理
」
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
国
民
国
家
」
と
い
う
資
本
主
義
国
家
の
「
国
家
彫
態
」
に
問
題
を
求
め

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
氏
が
「
国
家
形
態
」
と
い
う
の
は
、
国
家
機
構
の
移
態
で
あ
っ
て
、
国
家
権
力
の
構
造
形
態

で
は
た
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
。
だ
か
ら
、
玉
野
井
氏
の
ほ
あ
い
、
資
本
主
義
の
権
力
構
造
に
は
い
っ
さ
い
ふ
れ

る
こ
と
た
く
、
し
た
が
っ
て
国
政
革
新
な
ど
の
間
題
意
識
を
欠
落
さ
せ
た
ま
ま
で
、
資
本
主
義
体
制
を
前
提
と
し
な
が
ら
中
央
集
権

的
た
「
国
民
国
家
」
（
岩
註
旨
－
ｏ
・
§
ｏ
）
に
対
比
す
る
か
た
ち
で
「
Ｏ
◎
§
け
｛
」
を
も
ち
だ
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
「
Ｏ
◎
昌
．

け
ｑ
」
（
地
域
と
か
地
方
）
の
独
自
性
を
重
視
す
べ
き
だ
と
し
て
、
　
「
地
域
分
権
」
を
ふ
ま
え
た
「
市
場
の
な
い
杜
会
」
へ
と
指
向
す
る

の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
・
玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
一
の
提
唱
は
次
の
よ
う
害
景
に
も
と
づ
く
も
の
だ
と
要
約
す
る
こ

と
が
で
ぎ
よ
う
・
っ
著
・
現
代
の
「
市
場
経
済
一
で
は
、
中
央
集
権
的
杜
会
主
義
喜
め
て
公
害
や
環
境
破
壊
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
・
お
よ
び
市
場
経
済
で
あ
る
国
民
国
家
と
い
畠
家
露
が
問
題
差
つ
て
き
て
い
る
と
い
う
二
っ
の
杜

会
的
害
景
が
そ
れ
で
あ
る
二
一
の
二
っ
を
寛
凧
と
し
て
玉
野
井
氏
は
「
市
場
の
た
い
杜
会
一
と
い
う
方
向
を
考
え
て
「
。
。
、
、
一
、
ご

に
重
点
を
置
い
た
地
蓼
権
が
指
向
さ
れ
、
公
共
経
済
の
効
率
化
が
計
ら
れ
ね
窪
ら
な
い
と
い
う
「
地
域
主
義
一
を
提
唱
す
る
の

で
あ
る
。

だ
が
・
こ
の
背
景
に
っ
い
て
は
玉
野
井
昏
身
が
捉
・
毛
「
背
景
一
．
で
あ
つ
て
、
そ
の
背
景
の
捉
え
方
に
は
大
き
な
間
題
が
あ
る
。

第
一
に
・
「
市
場
経
済
一
の
中
で
は
公
害
や
環
境
破
壊
な
ど
の
間
題
が
雀
容
易
に
か
た
づ
窪
い
と
考
え
る
の
か
、
第
二
に
「
地

域
分
権
一
を
し
た
ぽ
あ
い
・
言
し
た
間
題
は
ど
う
解
決
で
き
る
の
か
と
い
う
具
体
的
内
容
竈
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
・
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
氏
の
「
地
域
主
義
一
の
背
景
は
、
い
わ
ぽ
氏
が
主
観
的
に
設
定
し
た
背
景
で
し
か
な
い
。

現
代
の
地
域
住
民
が
も
一
と
妄
び
し
い
か
た
ち
で
当
面
し
て
い
る
経
済
的
困
難
は
、
失
業
、
倒
産
、
低
賃
金
、
営
農
．
営
業
の

不
振
な
ど
で
書
・
総
じ
て
い
え
ぼ
そ
の
生
活
苦
に
あ
る
。
し
た
が
つ
て
地
域
経
済
の
振
興
政
策
も
、
か
か
る
現
実
を
背
景
と
し
た

も
の
で
淳
れ
窪
ら
な
い
し
、
具
体
的
に
は
独
占
資
本
の
暴
力
的
蓄
積
運
動
を
民
主
的
に
抑
制
し
象
ら
、
地
域
住
民
の
生
活
と

権
利
を
守
り
発
展
さ
昔
て
い
く
た
め
の
政
策
が
策
定
さ
れ
ね
窪
ら
な
い
。
公
害
や
環
境
破
壊
に
っ
い
て
も
、
こ
の
驚
か
ら
問
題

の
解
決
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
多
く
の
地
域
住
民
運
動
や
革
新
自
治
体
妻
た
そ
の
方
向
で
の
努
力
が
っ
み
か
さ
ね
ら
れ

て
き
て
い
る
二
言
し
た
杜
会
的
現
実
に
は
ふ
れ
ず
、
た
ん
に
「
公
共
経
済
の
効
率
化
一
と
い
う
氏
の
主
観
的
な
「
地
域
主
義
一
の

背
後
に
あ
る
も
の
は
・
客
観
的
に
は
独
占
資
本
の
蓄
愛
胴
理
で
し
か
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
「
地
域
主
義
一
の
具
体
的
施
策
も
、
そ

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
一
八
三
）



　
　
　
立
命
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八
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一
六
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一
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の
よ
う
な
も
の
に
改
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
討
は
次
節
以
降
で
行
う
こ
と
に
す
る
・

　
　
一
。
一
玉
野
井
氏
の
「
地
域
主
義
」
は
、
一
定
地
域
の
住
民
が
行
政
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
自
立
性
を
追
求
す
る
こ
と
を
意
味
し
・
そ
う
し

　
　
　
た
広
義
の
内
容
を
あ
ら
わ
す
用
語
と
し
て
は
、
「
地
方
分
権
」
よ
り
も
「
地
域
分
権
」
の
ほ
う
が
事
態
に
適
切
な
表
現
だ
と
し
て
い
る
。

　
　
　
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、
一
皿
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

玉
野
井
芳
郎
、
「
国
家
と
経
済
」
、
前
出
、
一

同
前
書
、
四
五
ぺ
－
ジ
。

同
前
書
、
一
〇
べ
ー
ジ
。

同
前
書
、
一
一
べ
－
ジ
。

玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、

同
前
。

同
前
。

同
前
書
、
一
一
べ
ー
ジ
。

同
前
。

同
前
書
、
五
五
ぺ
ー
ジ
参
照
。

同
前
書
、
五
六
べ
－
ジ
。

二
～
一
三
べ
ー
ジ
。

八
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
第
三
節
　
地
域
主
義
の
具
体
的
施
策

　
本
節
で
は
、
公
害
や
環
境
破
壌
、
あ
る
い
は
杜
会
福
祉
の
劣
悪
化
の
原
因
を
玉
野
井
氏
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
・
ま
た
氏
の

「
地
域
主
義
」
が
こ
れ
を
ど
う
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
・
　
「
原
因
」
に
っ
い
て
は
・

氏
は
「
中
央
集
権
」
と
「
市
場
経
済
」
と
い
う
以
上
に
は
な
ん
ら
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
氏
の
「
地
域
主
義
」
か
ら
の
施
策
と

し
て
は
、
　
「
地
方
分
権
」
と
「
市
場
の
な
い
経
済
」
を
提
唱
す
る
だ
げ
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
玉
野
井
氏
自
身
も
・
　
「
生
態
系
の



脅
威
」
に
っ
い
て
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
表
現
を
用
い
」
な
が
ら
、
　
「
資
本
主
義
的
市
場
経
済
は
そ
の
内
部
で
っ
く
り
だ
し
た
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

の
生
産
力
を
も
は
や
そ
れ
自
身
の
市
場
的
規
模
に
従
っ
て
処
理
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
こ
の
文
章

は
、
資
本
制
生
産
様
式
の
も
と
で
生
産
力
と
生
産
関
係
と
い
う
基
本
矛
盾
が
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
・
資
本
の
過

剰
生
産
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
資
本
制
生
産
が
、
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
だ
が
資
本
の
蓄

積
運
動
が
公
害
や
環
境
破
壊
を
必
然
的
に
惹
起
せ
し
め
る
と
い
う
「
生
態
系
の
脅
賊
一
の
原
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
文
章
で
は

な
い
。
こ
れ
は
玉
野
井
氏
に
都
合
の
よ
い
文
章
理
解
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
市
場
経
済
」
が
生
産
力
を
処
理
で
き
な

く
な
り
、
　
「
生
態
系
の
脅
威
」
が
生
ず
る
と
い
う
論
理
を
補
足
す
る
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
「
市
場
経
済
」
を
強
調
し
て
・
　
「
資
本
主

義
」
と
い
う
現
代
杜
会
の
生
産
様
式
が
も
つ
基
本
永
盾
を
陰
弊
し
っ
つ
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
表
現
を
用
い
る
の
は
誠
に
も
っ
て
陰

湿
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
さ
り
と
て
、
玉
野
井
氏
が
そ
の
観
念
的
背
景
を
離
れ
て
、
現
実
の
地
域
杜
会
に
お
げ
る
経
済
的
諸
矛
盾
を
は
じ
め
公
害
や
環
境
破

壊
な
ど
の
問
題
を
実
証
的
に
分
析
し
て
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
と
い
え
ぼ
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
多
く
は
他
人
の
文

章
を
借
り
集
め
た
寄
せ
木
細
工
が
、
氏
の
理
論
的
背
景
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
歪
曲
し
て
自
已
流
に
利
用
す
る
と
い
う
特
技
さ
え

披
露
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
云
い
た
い
の
は
、
現
実
に
惹
起
し
て
い
る
地
域
杜
会
の
諾
矛
盾
を
科
学
的
に
分
析
し
て

そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぼ
、
そ
の
正
し
い
解
決
策
の
提
唱
は
あ
り
え
な
い
し
、
ま
た
新
し
い
理
論
の
構
策
も
あ
り
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
実
に
対
す
る
科
学
的
分
析
を
抜
き
に
し
て
、
観
念
的
な
杜
会
的
背
景
を
も
っ
て
す
る
玉
野
井

氏
の
提
唱
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
抽
象
的
た
も
の
か
、
観
念
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
で
あ
る
・

　
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
地
域
主
義
」
の
施
策
に
っ
い
て
は
、
玉
野
井
氏
も
随
所
で
、
か
っ
い
ろ
い
ろ
と
関
説
し
て
い
る
・
や

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
一
八
五
）
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館
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や
煩
し
さ
を
と
も
な
う
が
、
そ
れ
を
年
代
順
に
列
挙
し
て
い
く
こ
　
。
と
に
し
よ
う
。
そ
の
中
に
は
、
地
域
主
義
の
理
念
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
重
復
を
さ
げ
な
が
ら
こ
の
さ
い
そ
れ
も
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
副
題
を
「
中
央
集
権

に
対
す
る
た
た
か
い
」
と
す
る
「
国
家
と
経
済
」
（
一
九
七
三
年
）
で
は
、
　
「
地
域
主
義
の
再
生
」
と
し
て
次
の
よ
う
た
提
起
が
み
ら

れ
る
。

　
「
日
本
の
国
家
体
制
に
お
い
て
当
面
、
補
強
を
必
要
と
す
る
重
要
な
部
分
は
な
に
よ
り
も
地
方
制
度
で
あ
る
、
こ
の
う
ち
と
り
わ

け
権
限
委
譲
を
と
お
し
て
自
責
の
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
に
力
を
注
が
た
げ
れ
ぽ
た
ら
な
い
の
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
地
方
制
度
で

あ
ぎ

　
「
中
央
集
権
に
対
す
る
闘
い
と
い
う
の
は
、
市
民
運
動
を
も
含
む
政
治
レ
ベ
ル
で
の
杜
会
運
動
だ
げ
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
空
洞
的
た
単
一
国
家
の
た
か
で
経
済
の
量
的
拡
大
を
ひ
た
す
ら
目
ざ
し
た
従
来
の
あ
り
方
を
変
え
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ

の
市
民
杜
会
に
比
肩
し
う
る
近
代
杜
会
の
経
済
的
・
行
政
的
・
杜
会
的
基
礎
の
確
立
を
目
ざ
そ
う
と
す
る
長
期
的
性
格
の
多
義
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

国
民
運
動
な
の
で
あ
る
。
」

　
「
一
点
中
心
型
か
ら
多
中
心
型
の
杜
会
へ
の
転
換
を
目
ざ
し
て
、
集
権
力
を
縮
減
さ
せ
る
方
向
で
分
権
的
自
治
を
確
立
し
て
ゆ
く

こ
と
は
、
洲
蝋
封
薮
の
再
生
と
い
う
百
年
の
計
か
ら
み
て
、
歴
史
的
に
意
味
の
あ
る
国
民
的
課
題
と
思
わ
れ
て
た
ら
な
い
の
で
あ

ぎ

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章
の
内
容
に
っ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
間
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お

い
て
、
　
『
地
域
分
権
の
思
想
』
（
一
九
七
七
年
）
に
お
げ
る
氏
に
よ
る
具
体
的
施
策
の
提
唱
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

　
「
国
民
の
巨
大
た
ユ
ネ
ル
ギ
ー
を
今
や
東
京
か
ら
地
方
へ
と
逆
流
さ
せ
て
、
個
性
と
多
様
化
に
満
ち
た
国
民
生
活
を
再
生
さ
せ
る



こ
と
こ
そ
、
現
代
目
本
の
百
年
の
計
と
考
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
言
い
そ
え
る
と
、
　
「
地
域
分
権
」
の
立
場

か
ら
地
方
の
意
義
を
強
調
す
る
と
い
っ
て
も
、
い
た
ず
ら
に
中
央
に
盾
っ
い
た
り
反
対
し
た
り
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
地
方
か

ら
欠
落
し
た
地
域
的
個
性
を
再
生
さ
せ
、
伝
統
と
文
化
の
地
域
差
に
満
ち
た
多
様
性
の
中
に
新
た
な
因
民
的
統
一
を
求
め
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
（
５
）

方
向
な
の
で
あ
る
。
」
（
「
地
域
分
権
の
今
目
的
意
義
」
）

　
「
青
年
層
の
離
村
を
と
ど
め
る
ぼ
か
り
か
、
呼
び
も
ど
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
村
づ
く
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
小
共
同

体
の
自
治
も
本
当
に
根
を
生
や
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
村
づ
く
り
は
、
地
域
の
経
済
的
自
立
を
お
い
て
ほ

か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
地
域
の
個
性
を
示
す
よ
う
な
伝
統

的
な
在
来
産
業
と
結
び
っ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
…
…
そ
の
た
め
に
は
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
生
産
物
に
さ
ま
ざ
ま
な
加
工

を
ほ
ど
こ
す
小
工
業
が
、
個
性
的
な
地
域
共
同
体
の
新
た
た
意
味
で
の
産
業
と
し
て
導
入
さ
れ
定
着
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

　
　
　
（
６
）

わ
れ
ま
す
。
」
（
「
第
一
次
産
業
の
復
位
を
」
）

　
「
こ
の
よ
う
た
地
方
の
小
工
業
の
構
築
は
、
農
村
が
生
き
て
ゆ
く
道
の
一
っ
だ
と
い
う
だ
げ
で
は
な
い
の
で
す
。
実
は
、
現
代
の

行
き
づ
ま
っ
た
都
市
の
大
工
業
に
代
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
杜
会
が
模
索
の
積
み
重
ね
の
上
に
築
い
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
全
く
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

意
味
を
も
っ
た
技
術
の
世
界
で
あ
る
か
も
し
れ
た
い
の
で
す
。
」
（
「
第
一
次
産
業
の
復
位
を
」
）

　
「
そ
れ
（
中
問
技
術
　
　
杉
野
）
は
、
科
学
的
基
礎
に
お
い
て
根
本
的
な
欠
陥
の
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
た
巨
大
技
術
と
異
た
っ
て
な

に
よ
り
も
ま
ず
く
生
態
系
Ｖ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
非
資
本
集
約
的
で
あ
り
、
小
規
模
工
場
で
使

用
に
供
さ
れ
る
よ
う
な
技
術
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
青
年
に
と
っ
て
は
も
と
よ
り
高
齢
者
に
と
っ
て
も
容
易
に
利
用
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
一
八
七
）

■



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
一
八
八
）

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
前
に
も
ふ
れ
た
伝
統
的
た
在
来
産
業
の
基
礎
上
に
こ
そ
発
展
す
る
性
質
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
ま
し
て
、
個

性
と
伝
承
性
を
特
性
と
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
…
…
地
場
産
業
や
地
方
産
業
は
、
こ
の
よ
う
な
「
中
問
技
術
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

培
養
源
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
新
た
な
姿
で
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」
（
「
第
一
次
産
業
の
復
位

を
」
）

．
こ
こ
ま
で
の
引
用
文
は
す
べ
て
、
　
『
地
域
分
権
の
思
想
』
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
み
て
も
か
な
り
多
様
な
側
面
を
も
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
こ
こ
で
は
整
理
を
行
な
わ
ず
に
、
　
「
地
域
主
義
」
の
施
策
に
つ
い
て
、
玉
野
井
氏
が
云
っ
て
い
る
こ
と

を
列
挙
し
て
い
こ
う
。

　
「
「
地
方
」
は
「
中
央
」
に
た
い
し
て
劣
位
の
体
制
に
お
か
れ
て
い
る
。
：
…
・
地
域
主
義
の
問
題
意
識
は
、
そ
の
よ
う
た
体
制
を

乗
り
超
え
る
と
こ
ろ
か
ら
ま
ず
出
発
し
て
い
る
。
・
…
－
さ
ら
に
、
こ
の
図
式
を
超
え
て
こ
れ
ら
の
諸
地
域
に
自
分
を
ア
ィ
デ
ソ
テ
ィ

フ
ァ
ィ
す
る
定
住
市
民
の
、
自
主
と
自
立
を
基
盤
と
し
て
っ
く
り
あ
げ
る
経
済
、
行
政
、
文
化
の
独
立
性
を
目
ざ
す
も
の
と
い
え

（
９
）

る
。
」

　
「
そ
う
（
地
元
利
益
主
義
　
　
杉
野
）
で
は
な
く
て
、
地
域
の
住
民
の
自
発
性
と
実
行
力
に
よ
っ
て
地
域
の
個
性
を
生
か
し
き
る
産

業
と
文
化
を
内
発
的
に
っ
く
り
あ
げ
て
、
　
「
下
か
ら
上
へ
」
の
方
向
を
打
ち
出
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

国
の
統
治
．
行
政
の
あ
り
方
に
軌
道
の
修
正
を
も
ち
こ
む
。
こ
れ
が
地
域
主
義
ま
た
は
地
域
分
権
と
い
う
も
の
だ
。
」

　
コ
雇
用
と
い
う
タ
テ
の
関
係
が
ひ
ろ
が
り
、
地
域
間
の
ヨ
コ
の
連
帯
は
急
速
に
衰
弱
を
加
え
て
ゆ
く
。
こ
の
現
状
を
前
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

「
地
域
主
義
」
は
な
に
よ
り
も
地
域
共
同
体
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
を
提
唱
す
る
。
」

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
玉
野
井
氏
の
文
章
を
一
〇
箇
所
に
わ
た
っ
て
引
用
し
て
き
た
。
こ
れ
は
玉
野
井
氏
が
提
唱
す
る
施
策
内
容
を



正
し
く
捉
え
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
玉
野
井
氏
が
提
唱
す
る
内
容
は
、
そ
う
新
し
い
こ
と
で
も
た
い
し
、
ま
た
そ
れ

ほ
ど
深
い
理
論
的
内
容
が
あ
る
わ
げ
で
も
な
い
。
念
の
た
め
に
、
氏
の
提
唱
す
る
内
容
を
各
引
用
文
毎
に
要
約
す
れ
ぼ
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
¢
　
権
限
委
譲
と
自
責
を
原
則
と
し
た
市
町
村
レ
ベ
ル
の
地
方
制
度
の
補
強
。

　
◎
　
近
代
杜
会
の
経
済
的
・
行
政
的
・
杜
会
的
基
礎
の
長
期
的
な
確
立
。

　
　
　
多
中
心
型
杜
会
へ
の
転
換
と
分
権
的
白
治
の
確
立
。

　
＠
　
地
域
的
個
性
と
伝
統
と
文
化
の
多
様
化
に
満
ち
た
国
氏
的
統
一
と
国
民
生
活
の
再
生
。

　
　
　
新
し
い
村
づ
く
り
と
第
一
次
産
業
お
よ
び
そ
れ
に
結
び
つ
く
伝
統
的
在
来
産
業
の
復
位
。

　
　
　
地
方
小
工
業
の
構
築
。

　
¢
　
中
問
技
術
の
利
用
。

　
ゆ
　
定
住
市
民
の
自
主
・
自
立
を
基
盤
と
し
た
経
済
・
行
政
・
文
化
の
自
立
。

　
　
　
地
域
住
民
の
自
発
性
と
実
行
力
に
よ
る
地
域
個
性
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
の
構
築
。

　
＠
　
雇
用
関
係
に
も
と
づ
か
な
い
地
域
共
同
体
の
構
築
。

　
要
約
し
た
こ
れ
ら
の
内
容
を
さ
ら
に
ー
整
理
し
て
み
る
と
、
大
き
く
二
っ
の
部
類
に
わ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
、
　
「
中
央
集
権
か

ら
地
域
分
権
へ
」
と
い
う
地
域
主
義
の
理
念
的
方
向
で
あ
り
、
他
は
市
場
経
済
を
脱
却
し
て
地
域
共
同
体
を
構
築
す
る
た
め
の
諸
施

策
で
あ
る
。

　
地
域
主
義
の
理
念
的
方
向
と
し
て
は
、
す
で
に
そ
の
定
義
に
っ
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
く
り
か
え
し
に

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
箪
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
一
九
〇
）

た
る
が
、
あ
え
て
そ
の
点
を
要
約
す
れ
ば
、
〈
地
域
的
個
性
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
独
自
の
経
済
・
伝
統
・
文
化
の
多
様
性
を
生
か

し
た
地
域
分
権
的
自
治
の
自
主
的
自
発
的
確
立
Ｖ
と
い
う
こ
と
に
た
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
理
念
そ
れ
自
体
と
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
だ
げ
に
、
と
り
た
て
て
間
題
と
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で

は
た
い
。
少
く
と
も
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
各
地
域
の
振
興
政
策
の
序
文
な
ど
に
よ
く
み
う
け
ら
れ
る
内
容
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

間
題
は
、
現
代
資
本
主
義
体
制
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
理
念
を
「
誰
が
ど
う
い
う
目
的
で
」
追
求
す
る
の
か
と
い
う
具
体
的
内
容
な

の
で
あ
る
。
現
実
の
資
本
主
義
杜
会
で
は
、
ま
さ
し
く
独
占
資
本
の
暴
力
的
な
蓄
積
運
動
と
こ
れ
に
反
対
す
る
勤
労
市
民
の
多
面
的

な
要
求
運
動
と
が
敵
対
す
る
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
無
視
し
た
抽
象
的
な
「
地
域
の
自
立
化
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
お
よ
そ
無
意

味
だ
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
も
と
に
お
げ
る
地
域
杜
会
で
は
、
こ
の
階
級
の
利
害
関
係
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
る
以
上
、
地
域
振

興
に
か
か
わ
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
も
ま
た
こ
の
二
っ
の
い
ず
れ
か
の
立
場
か
ら
た
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て

い
え
ば
、
玉
野
井
氏
は
地
域
主
義
を
ほ
「
政
治
上
の
特
定
の
主
義
・
信
条
」
と
は
無
関
係
な
も
の
と
し
、
こ
れ
を
抽
象
的
に
「
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

を
原
則
と
す
る
考
え
方
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
氏
が
現
実
の
階
級
的
対
立
の
中
で
生
活
し
て
い
る
地
域
住
民
を
間
題

意
識
に
お
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
杜
会
科
学
は
、
杜
会
的
諸
関
係
を
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
　
「
住
民
の
た
い
地
域
」
を
研
究
対
象
や
政
策
対
象
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
実
の
地
域
杜
会
を
ふ
ま
え
る
た
ら
ば
、
そ
こ
に
お
げ
る
「
階
級
矛
盾
」
を
総
体
的
に
問
題

と
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
し
、
公
害
や
生
態
系
問
題
も
ま
た
地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
か
ら

出
発
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
玉
野
井
氏
に
は
こ
う
し
た
地
域
に
お
げ
る
「
階
級
矛
盾
」
た
ど
と
い

う
杜
会
科
学
的
な
視
点
は
な
い
し
、
む
し
ろ
後
に
み
る
よ
う
に
批
判
的
で
す
ら
あ
る
。
ま
た
現
実
の
地
域
杜
会
が
か
か
え
て
い
る
階



級
的
諸
矛
盾
を
正
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
市
場
な
き
経
済
」
を
志
向
す
る
と
い
っ
て
も
、

諸
施
策
し
か
提
起
で
き
な
く
な
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
の
二
っ
の
節
で
は
、
氏
の
い
う
「
地
域
分
権
」

済
」
の
た
め
に
提
起
さ
れ
て
い
る
諾
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

玉
野
井
芳
郎
『
ユ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
、
前
出
、
五
一
ぺ
ー
ジ
。

玉
野
井
芳
郎
「
国
家
と
経
済
」
、
前
出
、
四
五
べ
ー
ジ
。

同
前
。

同
前
書
、
四
六
べ
ｉ
ジ
。

玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、
五
ぺ
ー
ジ
。

同
前
書
、
一
九
五
ぺ
－
ジ
。

同
前
書
、
一
九
五
～
一
九
六
ぺ
－
ジ
。

同
前
書
、
一
九
八
～
一
九
九
ぺ
ー
ジ
。

玉
野
井
芳
郎
他
編
、
『
地
域
主
義
』
、
学
陽
書
房
、
一
九
七
八
年
、

同
前
書
、
七
べ
－
ジ
。

同
前
書
、
九
ぺ
－
ジ
。

玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、
七
六
ぺ
ー
ジ
。

六
～
七
ぺ
ー
ジ
。

非
杜
会
科
学
的
な

と
「
市
場
な
き
経

　
　
　
第
四
節
　
「
地
域
分
権
」
論
に
対
す
る
批
判

玉
野
井
氏
に
よ
る
「
地
域
主
義
」
の
施
策
を
要
約
整
理
す
れ
ば
、

¢
　
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
。

　
　
市
町
村
レ
ベ
ル
の
地
方
制
度
の
補
強
。

　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）

次
の
よ
う
に
な
る
。

二
三
（
一
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
一
九
二
）

　
　
第
一
次
産
業
お
よ
び
そ
れ
に
結
び
つ
く
伝
統
的
在
来
産
業
の
復
位
。

　
＠
　
地
方
小
工
業
の
構
築
。

　
　
　
中
問
技
術
の
利
用
。

　
　
　
地
域
共
同
体
の
構
築
。

　
あ
ら
か
じ
め
注
意
し
て
お
く
が
、
玉
野
井
氏
自
身
が
こ
の
よ
う
に
地
域
主
義
の
施
策
を
六
点
に
わ
た
っ
て
体
系
化
し
て
い
る
わ
げ

で
は
な
い
。
こ
れ
は
氏
が
随
所
で
お
こ
な
っ
て
き
た
提
唱
を
わ
れ
わ
れ
な
り
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
玉
野
井

氏
が
こ
れ
以
外
に
別
の
施
策
を
考
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
考
察
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

る
。　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
六
点
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
る
が
、
玉
野
井
氏
は
こ
れ
ら
の
内
容
の
す
べ
て
に
つ
い
て
詳
し
く
展
開
し
て
い

る
わ
げ
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
抽
象
的
な
提
唱
が
も
っ
て
い
る
間
題
点
を
た
ん
に
指
摘
す
る
だ
げ
に
と
ど

め
ざ
る
を
え
な
い
ば
あ
い
も
あ
る
。
な
お
、
便
宜
上
本
節
で
は
「
地
域
分
権
」
に
か
か
わ
る
二
っ
の
施
策
に
っ
い
て
検
討
を
行
な

う
。　

ま
ず
、
第
一
の
「
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
国
家
権
力
を
動
員
し
な
が
ら
暴
力
的
な
蓄
積
を
独
占
資
本
は
す
す
め
る
。
国
家
権
力
の
物
質

的
基
礎
は
国
家
の
財
政
力
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
深
ま
り
と
と
も
に
国
家
は
租
税
徴
収
権
や
公
債
発
行
権
を
は
じ
め

管
理
通
貨
制
度
な
ど
の
財
政
金
融
面
に
お
げ
る
国
家
統
制
を
強
化
す
る
。
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
も
と
よ
り
国
家
統
制

は
、
経
済
的
諸
統
制
の
み
な
ら
ず
杜
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
及
ぶ
。
こ
の
国
家
統
制
は
中
枢
管
理
機
構
を
っ
う
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る



が
、
こ
れ
を
地
理
的
な
シ
ス
テ
ム
体
系
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
首
都
に
管
理
機
能
の
中
枢
を
集
中
さ
せ
、
地
方
の
拠
点
都
市
に
そ
の
媒

介
機
能
を
配
置
し
、
さ
ら
に
全
国
の
各
地
に
そ
の
端
末
機
能
を
配
備
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

　
国
家
機
能
の
増
大
と
共
に
国
家
財
政
は
増
大
し
、
逼
迫
す
る
。
こ
の
た
め
税
財
源
を
地
方
公
共
団
体
か
ら
削
奪
し
、
国
家
財
政
か

ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
還
元
は
相
対
的
に
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
が
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
低
下
を
生
み
だ
し
、
行
政
面
に
お
げ

る
地
方
公
共
団
体
の
独
白
的
政
策
の
施
行
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
て
い
る
。

　
現
代
資
本
主
義
の
こ
う
し
た
特
質
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
玉
野
井
氏
が
「
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
」
を

提
唱
す
る
の
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
氏
は
、
　
「
自
治
体
の
ほ
ぽ
七
〇
％
を
占
め
る
機
関
委
任
事
務
の
問
題
が
あ
る
。
土
木
、
教
育
、

生
活
保
護
、
児
童
福
祉
な
ど
の
国
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
地
方
行
政
の
主
要
な
活
動
に
っ
い
て
自
治
体
は
議
決
権
も
監
査
権
も
与

　
　
　
　
　
　
（
１
）

え
ら
れ
て
い
恋
い
」
と
し
て
、
国
か
ら
の
中
央
統
制
を
間
題
に
し
て
い
る
。

　
機
関
委
任
事
務
制
度
も
ま
た
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
行
政
を
困
難
に
し
て
い
る
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
国
家
行
政
と
地
方
公
共

団
体
行
政
の
事
務
的
配
分
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
特
質
を
ふ
ま
え
て
民
主
的
に
お
こ
な
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
の
課
題
が
、

地
方
自
治
の
確
立
と
か
か
わ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
だ
が
、
肝
心
た
の
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
な
行
政
施
策
を
行
な
う
た
め
の
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
す
る
最
近
の
新
し
い
動
向
は
、
き
わ
め
て
危
倶
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

　
日
本
資
本
主
義
の
高
度
経
済
成
長
の
破
綻
は
、
長
期
的
不
況
を
は
じ
め
、
も
ろ
も
ろ
の
杜
会
的
経
済
的
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
そ
れ

に
対
処
す
べ
き
国
家
財
政
を
い
よ
い
よ
逼
迫
さ
せ
た
。
か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
独
占
資
本
は
国
家
財
政
の
動
員
を
極
限
ま
で
お
し

す
す
め
る
と
同
時
に
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
ま
で
根
こ
そ
ぎ
動
員
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
地
域
経
済
の
振
興
を
め
ぐ
っ
て
、
い

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
一
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
一
九
四
）

ま
や
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
行
財
政
政
策
を
地
域
住
民
本
位
の
革
新
的
立
場
に
た
つ
か
、
そ
れ
と
も
独
占
資
本
本
位
の
保
守
反
動

の
立
場
に
た
っ
か
と
い
う
鋭
い
対
立
関
係
の
な
か
に
お
か
れ
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
い
ず
れ
の
立
場
に
た
と
う
と
も
、
財

政
的
な
裏
づ
げ
の
な
い
政
策
施
行
は
あ
り
え
な
い
。
く
り
か
え
し
て
い
う
よ
う
に
、
問
題
は
そ
の
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
に
あ
る
。

　
い
ま
か
り
に
地
方
公
共
団
体
の
権
限
が
税
財
源
の
自
由
設
定
も
含
め
て
大
巾
に
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
財
源
を
ど
う
確
保

し
て
い
く
か
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
。

　
地
方
公
共
団
体
が
地
域
住
民
本
位
の
政
策
を
と
る
な
ら
、
大
企
業
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
い
っ
さ
い
廃
止
し
、
大
企
業

の
営
業
税
や
法
人
住
民
税
と
い
う
か
た
ち
で
の
税
財
源
確
保
を
は
か
り
、
地
域
住
民
に
対
す
る
課
税
負
担
を
で
き
る
だ
げ
軽
く
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
逆
に
独
占
資
本
本
位
の
政
策
を
と
る
な
ら
ぼ
、
大
企
業
に
対
し
て
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
と
り
っ
づ
げ
て

そ
の
資
本
蓄
積
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
す
る
大
衆
課
税
に
よ
っ
て
そ
の
収
奪
を
よ
り
い
っ
そ
う
お
し
す
す
め
る
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
現
体
制
の
も
と
で
地
方
公
共
団
体
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
は
両
刃
の
剣
と
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

　
玉
野
井
氏
が
、
地
方
自
治
体
へ
の
権
隈
委
譲
を
提
唱
す
る
と
き
に
、
こ
の
財
政
的
た
裏
づ
げ
を
間
題
に
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

氏
は
、
　
「
こ
の
際
、
自
治
体
に
対
し
、
細
か
く
規
制
さ
れ
て
い
る
現
行
の
補
助
金
を
で
き
る
こ
と
な
ら
自
由
財
源
と
し
て
与
え
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

そ
れ
と
も
も
っ
と
大
ま
か
に
グ
ル
ー
ピ
ソ
グ
し
て
与
え
る
か
、
と
い
う
ふ
う
に
変
え
ら
れ
な
い
も
の
か
。
」
と
述
べ
て
、
地
方
自
治

体
が
当
面
し
て
い
る
問
題
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
地
方
公
共
団
体
の
自
由
財
源
を
確
保
す
る
方
法
と
し
て
は
、
ヒ
モ
の
っ
か
な
い
国
庫
支
出
金
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与

税
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
こ
と
自
体
に
は
賛
成
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
問
題

は
そ
う
し
た
こ
と
が
い
か
な
る
状
況
１
の
も
と
に
可
能
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
肝
心
の
地
方
公
共
団
体
が
い
か
な
る
政
策
を
と
る



か
と
い
う
こ
と
を
抜
き
に
し
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
玉
野
井
氏
は
「
で
き
る
こ
と
な
ら
」
と
い
う
仮
定
的
条
牛
を
付
し
て
い
る
が
、
現
代
の
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
は
、
よ
ほ
ど
地

方
公
共
団
体
の
反
動
化
が
す
す
む
か
、
あ
る
い
は
地
域
住
民
の
運
動
が
よ
ほ
ど
展
開
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
仮

定
的
条
件
は
現
実
の
も
の
と
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
こ
の
ば
あ
い
で
も
、
二
つ
の
道
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
っ
の
道
は
、
地
方
政
治
の
反
動
化
が
す
す
み
、
増
大
し
た
自
由
財
源
を
地
方
公
共
団
体
が
反
動
的
施
策
、
す
な
わ
ち
独
占

資
本
の
蓄
積
運
動
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
た
杜
会
経
済
的
施
策
を
行
え
る
よ
う
た
状
況
に
な
れ
ば
、
こ
の
仮
定
的
条
件
は
現
実
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ぼ
あ
い
に
は
地
域
住
民
運
動
と
の
対
立
は
極
め
て
激
化
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
運
動
そ
れ
自
体
に

対
し
て
も
よ
ほ
ど
強
力
た
弾
圧
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
道
は
、
地
域
民
主
主
義
の
前
進
と
あ
わ
せ
て
国
政
の
革
新
が
す
す
み
、
杜
会
経
済
的
諸
施
策
が
地
域
住
民
の
生
活
と

権
利
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う
に
１
民
主
的
な
方
向
で
お
こ
た
わ
れ
る
ぼ
あ
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
国
家
権
力
の
変

革
に
対
す
る
国
民
的
運
動
が
展
開
さ
れ
、
か
っ
国
政
の
民
主
化
が
あ
る
程
度
ま
で
前
進
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
も
は
や
「
中
央
集
権
」
に
対
す
る
た
た
か
い
と
し
て
「
地
域
分
権
」
が
対
立
的
に
存
在
す
る
余
地
は
な
い
。
中
央
集
権

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
民
主
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
地
域
分
権
と
は
矛
盾
せ
ず
、
地
域
に
お
げ
る
住
民
の
諾
要
求
に
応
え
る
よ
う
な
き

め
細
か
な
施
策
が
あ
る
程
度
ま
で
可
能
で
あ
り
、
地
方
分
権
も
ま
た
民
主
的
な
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
二
っ
の
道
を
念
頭
に
お
く
な
ら
ぽ
、
地
方
自
治
の
確
立
と
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域

民
主
主
義
運
動
の
進
展
と
あ
わ
せ
て
国
政
革
新
の
運
動
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
一
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
一
九
六
）

　
た
ん
に
「
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
」
や
「
自
由
財
源
の
増
大
」
と
い
う
よ
う
な
氏
の
抽
象
的
な
議
論
だ
げ
で
は
、
こ
の
二
っ

の
道
の
い
ず
れ
を
と
る
の
か
が
明
確
に
な
ら
た
い
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
点
に
な
っ
て
く
る
と
玉
野
井
氏
の
論
理
は
急
速
に
右
施
回
し
、
体
制
擁
護
的
た
内
容
へ
と
転
落
し
て
し
ま
う
◎

　
　
「
権
カ
の
問
題
に
し
て
も
、
杜
会
の
各
基
層
か
ら
立
ち
上
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
主
義
の
運
動
は
中
央
の
権
力
に
対
し
て
反
権
力

の
意
志
を
表
明
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
中
央
か
ら
出
発
す
る
権
力
構
造
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
変
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ソ
ト
が
あ
る
。
」

　
玉
野
井
氏
が
「
権
力
構
造
」
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
点
を
措
て
お
く
と
し
て
も
、
氏
の
中
心
論
点
と

い
う
の
は
、
権
力
構
造
の
民
主
的
な
変
革
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
力
構
造
の
「
枠
組
み
そ
の
も
の
」
の
変
革
に
あ
る
◎
だ

か
ら
、
独
占
資
本
本
位
の
国
家
権
力
に
た
い
す
る
氏
主
的
な
変
革
に
で
は
な
く
、
中
央
集
権
か
地
方
分
権
か
と
い
っ
た
権
力
機
構
の

あ
り
方
に
問
題
の
中
心
点
を
氏
は
お
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
間
題
意
識
と
は
明
確
に
異
た
る
の
で
あ
る
。

　
玉
野
井
氏
の
論
理
で
は
、
　
「
地
域
分
権
」
に
な
っ
た
ら
、
と
に
か
く
い
ろ
ん
な
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の

論
理
は
そ
う
で
は
な
い
。
か
り
に
「
地
域
分
権
」
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
施
策
が
独
占
資
本
本
位
の
も
の
で
あ
れ
ば
現
実

の
問
題
を
な
に
も
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
そ
れ
は
地
域
住
民
に
対
す
る
搾
取
と
収
奪
、
そ
し
て
諾
権
利
の
抑
圧
と
い
う
か
た
ち

で
い
っ
そ
う
間
題
を
激
化
さ
せ
る
だ
げ
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
二
言
で
い
え
ば
、
　
「
権
カ
構
造
」
の
中
味
が
、
い
い
か
え
れ
ば
「
地
域

分
権
」
の
階
級
的
性
格
が
こ
こ
で
は
基
本
的
な
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ん
に
「
地
域
を
原
則
と
し
て
考
え

る
」
だ
げ
の
没
階
級
的
な
視
角
は
、
お
よ
そ
杜
会
科
学
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
玉
野
井
氏
の
い
う
「
地
域
分

権
」
も
杜
会
科
学
的
に
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
提
唱
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



　
こ
の
こ
と
は
、
第
二
の
「
地
方
制
度
の
補
強
」
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
「
補
強
」
と
い
う
こ
と
に
異
論
は

な
い
が
、
地
方
制
度
の
い
か
な
る
部
分
の
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
向
で
の
補
強
か
と
い
う
具
体
的
な
点
に
た
る
と
、
そ
う
単
純
に
は

肯
首
す
る
わ
げ
に
は
い
か
な
い
。
っ
ま
り
、
現
代
資
本
主
義
の
も
と
に
お
い
て
は
地
域
の
政
治
経
済
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う

二
つ
の
道
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
最
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
、
　
「
補
強
」
だ
げ
を
論
ず
る
こ
と
は
、
余

り
に
も
形
式
論
で
あ
り
内
容
的
に
み
て
ナ
ソ
セ
ソ
ス
で
あ
る
。

　
玉
野
井
氏
の
ぼ
あ
い
に
は
、
こ
の
「
補
強
」
は
「
公
共
経
済
の
効
率
化
」
の
た
め
で
あ
り
、
　
「
地
域
住
民
の
利
益
を
ま
も
る
」

と
か
「
地
域
行
財
政
の
民
主
化
」
と
い
っ
た
視
点
は
欠
落
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
制
度
的
補
強
さ
え
す
れ
ば
、
そ

れ
が
「
独
占
資
本
の
利
益
」
に
な
ろ
う
が
な
る
ま
い
が
、
い
っ
こ
う
に
か
ま
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
地
方
行
財
政
が
真

に
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
り
発
展
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
非
効
率
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
い

か
に
地
方
公
共
団
体
が
地
域
民
主
主
義
の
立
場
に
た
っ
て
い
よ
う
と
も
、
反
動
的
な
国
家
政
策
の
効
果
を
緩
和
し
、
そ
の
代
替
策
と

し
て
自
主
的
民
主
的
た
諾
施
策
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
く
に
は
、
余
り
に
も
自
主
財
源
が
少
な
す
ぎ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
も
い
う
よ
う
に
細
目
に
わ
た
る
法
制
上
の
規
則
や
機
関
委
任
事
務
制
度
の
た
め
に
民
主
的
な
行
政
の
遂
行
を

困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
制
度
的
補
強
を
す
れ
ぼ
民
主
的
な
行
財
政
が
地
域
民
主
主
義
の
立
場
で
遂
行
で
き
る

か
と
い
え
ば
そ
う
は
な
ら
な
い
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
民
主
的
な
地
方
公
共
団
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
本
的
な

問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
玉
野
井
氏
は
「
地
域
を
原
則
と
し
て
考
え
る
」
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
か
ぎ
り
で
氏
の
「
地
域
主
義
」
も
没
階
級
的
で
か
っ
観
念
的
な
発
想
だ
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地
方
行
財
政
に
か
か
わ
る
「
権
限
委
譲
」
問
題
、
地
方
制
度
の
「
補
強
」
問
題
に
っ
い
て
み
て
き
た
。
こ
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域
主
義
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す
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上
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）
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の
こ
と
は
、
地
域
の
「
自
立
化
」
間
題
と
も
関
連
し
て
い
る
。
抽
象
的
に
地
域
の
自
立
化
と
い
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
が
行
財

政
の
拡
張
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
相
対
的
な
自
立
化
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
っ
い
て
も
階
級
視
点
の
欠
落
と
い
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
地
域
住
民
の
生
活
と
権
利
、
あ
る
い
は
生
命
と
健
康
を
ど
う
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
欠
落
し
て
い
る

と
い
う
批
判
が
当
然
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
節
を
改
め
て
、
　
「
市
場
な
き
経
済
」
と
い
う
地
域
住
民

の
生
活
に
か
か
わ
る
「
地
域
主
義
」
の
諸
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
（
１
）
　
玉
野
井
芳
郎
『
地
域
分
権
の
思
想
』
、
前
出
、
二
五
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
前
書
、
二
五
～
二
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
玉
野
井
芳
郎
、
「
可
能
性
の
経
済
体
制
の
諸
原
理
」
、
『
地
域
主
義
の
挑
戦
』
、
前
出
、
一
六
ぺ
ー
ジ
。


